
（管理規則第３条実施要領 別紙様式） 

 ２０１５ 年度（平成２７年度）学校評価自己評価表 

Ⅰ 福山市 めざす子ども像 

福山に愛着と誇りをもち，変化の激しい社会をたくましく生きる子ども 

Ⅱ 中学校区 

１ めざす子ども像 

ふるさと芦田に愛着と誇りを持ち 未来を切り拓き たくましく生きる子ども 

２ 児童生徒の現状 

昨年度に引き続き，校区の共通テーマを「生徒指導の三機能を生かした授業改善」として，「分
かる授業」・「積極的に参加できる授業」を目指して取り組んだ。どの学校においても，児童生徒
アンケートで「授業が分かりやすい」や「授業に積極的に参加（発表や質問）した」の項目で前
年より上昇しており，一定の成果があった。 

昨年度の「基礎・基本」定着状況調査では，小学校では県平均を上回ってきているが，中学校
では下回る教科が多い。また小・中学校でも学年によって学力差が生じるなど，安定した学力が
ついていないことが課題である。問題別では，活用の問題は基礎的な問題より大きく落ち込んで
いる。授業改善に取り組んで，授業に真面目に参加しているが，筋道を立てて説明したり，自分
の考えを相手意識をもって発表したりする思考力や表現力の育成には今後重点的に改善を図って
いく必要がある。 

 生活面では，校区をあげて芦田スタンダード（挨拶・服装・掃除）の取組を重点的に行った結
果，小中学校とも 90％以上の達成率となり，自己有用感も小学校 95％，中学校 70％と昨年度よ
り高まっている。しかし，保護者や地域からは「挨拶の声が小さい」という声があり，児童や生
徒の達成感とギャップが出ている。 

 体力つくりの取組みでは小中ともに全種目中の県平均を上回る種目数が増えてきた。小中で課
題を分析し，その改善策について交流したり，出前授業を実施した成果である。しかし，種目に
よって偏りがあり，特に筋力や柔軟性には顕著な課題が見られる。 

 ３ 課題 

○基礎学力の定着と思考力・表現力の育成  ○自己有用感の向上  ○体力の向上（筋力・柔軟性の向上） 

Ⅲ 自校 

１ 学校教育目標 

豊かな心をもち，主体的に生きる有磨っ子を育てる 

「よく聴き 進んで学ぶ子」 「なかよく助け合う子」 「最後までやりぬく子」 

２ 経営理念 

（１）中学校区における自校の使命（ミッション） 

21世紀をたくましく生き抜く知・徳・体のバランスのとれた人間性豊かな児童を育成する 
 

（２）使命の追求を通じて実現しようとする自校の将来像（ビジョン） 

ＡＲＩＭＡ  ＣＡＮ  ＤＯ  ＩＴ 

   ・豊かな学びのある学校       ・安全で美しい学校 

   ・生き生きと活動している学校    ・家庭や地域と共にある学校 

３ 前年度重点目標と達成状況 

前年度重点目標 達成状況 

① 基礎学力の定着を図る授業力

の向上 

② 自己有用感の向上 

 

③ 体力の向上 

①「基礎・基本」定着状況調査では国語・算数・理科の３教

科ともは県平均を上回った。 

②「自分にはよいところがある」と答えた児童は，96%で目

標値を達成することができた。 

③全種目中，66.7%が県平均を上回ることができた。 

４ 本年度重点目標と設定理由 

重点目標 設定理由 

① 基礎学力の定着と思考力・表現

力の育成 

 

② 自己有用感の向上 

 

③ 体力の向上（筋力・柔軟性） 

①基礎学力の向上は見られるが，学年による差があり，安定

していないため。また，筋道立てて表現する力が弱いため。 

②芦田スタンダードへの取組み（特に挨拶）を全校で進め，

児童に達成感を持たせるため。 

③体力の向上は見られるが，筋力や柔軟性に課題があり，総

合的な体力を向上させるため。 

５ 前年度の学校関係者評価結果を踏まえた改善点 

① 基礎学力・体力を向上させる。 

② 芦田スタンダード定着（特に元気のよい挨拶）に向けての取組みを充実させる。 

 

※ 評価基準 

評価・指標評価 基        準 

Ａ・ａ １００％以上の達成度 十分に目標を達成できた 

Ｂ・ｂ ８０％以上１００％未満の達成度 概ね目標を達成できた 

Ｃ・ｃ ６０％以上８０％未満の達成度 ある程度目標を達成できた 

Ｄ・ｄ ４０％以上６０％未満の達成度 あまり目標を達成できなかった 

Ｅ・ｅ ４０％未満の達成度 目標を達成できなかった 

自己評価（中間）の基準は，１０月２０日までの計画に対する達成状況とする。 

芦田中学校区 校番 ４０ 福山市立 有磨小 学校 

最終更新日 ２０１６年（平成２８年）２月１８日 
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  最終更新日 ２０１６年（平成２８年）２月１８日                 ２０１５年度（平成２７年度）芦田中学校区 校番 ４０ 福山市立 有磨小 学校  No.（ ２ ） 

Ⅳ 目標・評価項目・指標等の設定と評価 

市重点 
目 標 

年
目 

中期経営目標 
重 
点 

分類 短期経営目標 
（最終） 
評価 

評価項目・指標等 
（△成果 ▽取組み に着目） 

(最終) 
指標 
評価 

□ 評価項目・指標等 ○ 短期（中期）経営目標 の達成状況 
◎ 改善方策 

確
か
な
学
力 

２ 

基礎学力の確実

な定着を図る。 

 

★ 継 続 
学習意欲を高め，基礎学

力を定着させる。 
Ｂ 

 

 

 

 

 

△「基礎・基本」定着状況調査において，国語・

算数・理科ともに県平均を上回る。 

 

 

 

 

△国語・算数のＣＲＴテストで全学年とも全国

比を上回らせる。 

  （ＣＲＴテスト） 

  

 

 

 

 

 a 

 

 

 

 

 

 

ｂ 

□県平均との比較は次の通りである。（通過率） 

 国語 算数 理科 

有磨小 78.6% 80.0% 76.3% 

広島県 74.7% 71.6% 65.3% 

○３教科ともに教科全体の通過率は，県平均を上回った。 

◎アクションプランにより，授業にペア学習や肯定的評価の多用を

全校で取り組み，授業改善を行う。 

 

□ＣＲＴテストの全国との比較は次の通りである。（得点率） 

  1年 2年 3年 4年 5年 6年 

国
語 

本校 87.2 79.7 64.3 73.1 71.0 77.7 

全国 79.2 76.5 65.8 70.0 66.7 70.5 

算
数 

本校 84.3 84.1 75.6 70.8 78.1 84.3 

全国 78.7 78.7 76.1 67.9 67.9 65.8 

○全学年が全国比を上回ることはできなかった。 

◎パワーアップ週間や，朝の帯タイム，放課後，家庭学習等を活用

して取組むことにより，基礎学力の定着を図る。  

豊
か
な
心 

２ 
自己有用感を高

める。 
★ 継 続 

地域の教育力を活用し，

自己有用感を持てる児童

を育成する。 

A 

 

△芦田校区スタンダードに基づいた「あいさつ」

を徹底させ，達成率を85％以上にする。 

（学期毎の児童意識調査・教師の見取り） 

a 

 

□児童意識調査，教師の見取りの結果は次の通りである。 

（よくできている・できている   ％） 

 

○達成率は89％で目標を上回る事ができた。 

人より先に自分からあいさつを目標にしたあいさつ運動や良くでき

ている児童の挨拶の様子を紹介することで，よりよい挨拶のしかた

の共通理解ができた。 

  1年 2年 3年 4年 5年 6年 教師 

大
き
な
声
で 

学校で 83 93 85 100 95 100 83 

地域で 83 93 88 100 100 100  

自
分
か
ら 

学校で 74 100 85 100 100 100 83 

地域で 83 93 81 100 95 100  
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△「自分にはよいところがある」という肯定的

評価（「そう思う」）の割合を 60%以上にす

る。（学期毎の児童意識調査） 

 a 

 

◎今後も，地域・保護者の協力を得ながら「あいさつ」を通して，自

己有用感を育てていく。 

 

□児童意識調査の結果は次の通りである。 

 

○肯定的評価の割合は，平均83%で目標を上回る事ができた。 

授業における肯定的評価の多用と合わせ，生活の中で意識的に教師

が褒める場面を作り出す事や，児童会で取組んだ「キラリ見つけ週間」

や「よいところ見つけ」など児童相互による肯定的評価を学級活動で

取組むなど，様々な事に取り組んできた結果と考えられる。 

◎児童会を中心とした「キラリ見つけ週間」など全校での取組みを

積極的に進め，各学年100％に近づけていく。 

 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 平均 

そう思う 78% 85% 65% 91% 80% 100% 83％ 

健
や
か
な
体 

２ 

たくましく生き

るための健康づ

くり，体力つくり

をする。 

★ 継 続 

進んで体力の向上に努め

ようとする児童の育成を

図る。 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

△新体力テストの筋力・柔軟性の結果が，県平

均を上回る項目の割合を70％以上にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□筋力・柔軟性に関わる新体力テストの結果は，次の通りである。 

（網掛は，県平均以上の項目） 

○筋力・柔軟性に関わる項目（握力・上体起こし・長座体前屈）で

県平均を上回った項目の割合は72％（26／36）で目標を上回った。

筋力・柔軟性を高めるために柔軟運動やサーキットトレーニングを

授業に位置付けやり切らせていく事を全校で取り組んだ結果の表れ

と考える。 

◎児童が，運動への興味関心を高め，意欲的に体育の授業に臨むた

めの授業づくりをしていく。 

学年 

性別 

握 力 

 

（㎏） 

上体起

こし 

（回） 

長座体 

前屈 

（㎝） 

学年 

性別 

握 力 

 

（㎏） 

上体起

こし 

（回） 

長座体 

前屈 

（㎝） 

１男 10.17 16.91 30.50 ４男 14.31 23.00 26.69 

１女 9.73 15.45 31.82 ４女 14.30 20.80 34.80 

２男 11.71 16.14 31.29 ５男 16.54 22.23 34.69 

２女 12.14 14.14 33.43 ５女 18.25 21.00 38.25 

３男 11.92 16.00 27.93 ６男 20.50 25.38 36.38 

３女 11.08 20.17 29.00 ６女 21.00 22.31 41.08 
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力
量
あ
る
教
職
員 

２ 

研究・研修を充実

させ，教職員の授

業力の向上を図

る。 

 

新 規 
思考力・表現力を高める

授業づくりを進める。 
Ａ 

△算数科を中心とした授業研究を計画的に行

い，自ら進んで考え，はっきり表現する児童

の割合を８０％以上にする。 

（学期毎の児童意識調査・教師の見取り） 

 

ａ 

□児童の意識調査・教師の見取りは，次の通りである。 

 （よくできた・できた割合） 

・自分の考えをノートに書いたり，友達に説明したりできる。 

 

 

・進んで発表している。 

 

○平均84％で目標値を達成することができた。自分の考えを持たせ

る段階で，机間指導やノート指導等での肯定的評価や，ペア学習で

の活用が表現力を高めることに効果的であったと考える。 

◎引き続き，はっきり表現する力を高めるために，ペア学習での活

用のねらいを明確にし，活用場面の工夫等を行う。また，各教科，

道徳等を中心にして，自分の考えをはっきり表現し，児童相互が関

わり合う授業作りを進め，思考力・表現力を高めていく。 

児童 
教師 平均 

1年 2年 3年 4年 5年 6年 

87% 64% 69% 91% 86% 100% 83% 83% 

児童 
教師 平均 

1年 2年 3年 4年 5年 6年 

70% 100% 69% 91% 62% 100% 100% 85% 

市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
学
校 

２ 

組織的・機能的な

学校体制を確立

する。 

 

継 続 

学校からの積極的な情報

発信を行い，保護者・地

域から信頼される学校運

営を行う。 

Ｂ 

△「子どもの教育や指導について校内で統一し

た指導や対応をしている」という肯定的評価

（「そう思う」）の割合を60%以上にする。 

 〔保護者・地域（民生児童委員・学校支援員）

の年２回のアンケート調査〕 

b 

□保護者・地域の意識調査の結果は，次の通りである。 

 

 

○「そう思う」の割合は，平均 58%で目標には届かなかったが，昨

年度に比べて肯定的評価は高まっている。 

◎学校の取組み内容について全職員がしっかりと共通理解を図り実

践していく。また，学校だよりやホームページ等で，行事紹介だけ

に終わらず，学校全体での取り組み内容や成果・課題についてもわ

かりやすく紹介していく。 
 

 保護者 
地域 平均 

1年 2年 3年 4年 5年 6年 

そう思う 48% 62% 61% 57% 48% 90% 43% 58% 

(やや思う) 48% 38% 35% 43% 52% 10% 57% 40% 

 


